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【①     】社会 

              関係 

主君として支配地と家臣を持つ大貴族 

 

諸侯 

 主君に仕え，戦士にもなる小貴族 

 

 

諸侯 

〔目的〕ゲルマン国家の貴族が助け合い，ノルマン人・マジャール人などの侵入から身を守る！ 

〔起源〕ゲルマン人社会の【④      】制度 ＋＋＋＋ ローマの【⑤      】制 

〔特徴〕 

（１）【⑥       】契約関係 

…○主君が契約に違反した場合，家臣は【⑦            】する権利あり 

○家臣は一人で【⑧           】をもつことができる 

（２）【⑨      】も限られた領地を持つ大諸侯の一人にすぎない 

→国王の力が国全体に届かず，その地方の諸侯が人々を支配 

契
約 

背景 ノルマン人・マジャール人などの相次ぐ侵入 ⇒⇒⇒⇒ 貴族は自分で生命財産を守らなくてはならない！ 

・家臣として保護する 

・封土（自分の領土の一部）を与える ・主君に忠誠を誓う 

・軍事的奉仕をする 

…国王・諸侯・騎士や教会などが領主として支配する領地  
 

〔構造〕○【⑪        】地…領主の耕地。農奴が賦役により働くが，作物は全て領主のもの。 

○【⑫       】地…農奴が領主に借りて耕作する土地。農奴は生産物の一部を貢納。 

○共同利用地…農奴が共同で利用する牧草地や森林・池など。 

 

○【⑭        】権…荘園内では国王の干渉を受けない 

○【⑮        】権…荘園内のトラブルは全て領主が裁くことができる 

 

 …荘園と農奴を思うままに支配できる！  

〔義務〕○【⑱     】…領主直営地での労働 

     ○【⑲     】…保有地の生産物を納入 

○十分の一税…教会に生産物を納入 

 

 …荘園内の不自由な農民。もとはローマの【⑰       】や没落した自由農民 

 〔待遇〕○移転・職業選択の自由なし 

     ○結婚・相続の自由なし 

 

 

…10C 頃の西ヨーロッパで形成された独特な主君と家臣の関係 
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